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特定非営利活動法人 北海道病院協会
理 事 長  徳 田  禎 久

「地域包括ケアの推進と医療政策の方向～地域医療と病院のあり方～」

「地域包括ケアの推進と医療政策の方向～地域医療と病院のあり方～」

　北海道病院学会の開催にあたり、一言ご挨拶を申し上げます。

　皆様のご支援により当協会の会員数は、全道565病院中60病院を超える自治体

及び公的医療機関の加入を含め405病院となり、加入率は71.6%となりました。

　会員病院の皆様が、日頃より各地域で良質な医療提供を通じて地域医療の確保

にご尽力いただいていることに心より感謝申し上げます。

　北海道病院学会は、迎えて15回目、当協会の前身である北海道私的病院協会の学会から通算すると

30回目となりますが、回を重ねる毎に発表内容が充実しており、前回は170題の一般演題発表が行われ、

参加者は1,073名と初めて1,000名の大台を超えました。これもひとえに参加会員施設のご理解とご協

力の賜物と厚く御礼申し上げます。（昨年は、全日本病院学会が札幌で開催されたため皆様には、その場の

発表をお願いしましたので、北海道病院学会としましては休会という形となりました）

　昨年12月の内閣府の「経済・財政アクション・プログラム」の改革工程表では、「地域医療構想」を2016

年度末までに前倒しで策定させることが公表されており、平成30年度からの「医療計画」は「地域医療構

想」を初めて踏まえたものとなり、また「介護保険事業支援計画」も同時にスタートすることから、今後、そ

れぞれの計画の見直しに向けて地域ごとに病床の機能分化、在宅医療・介護の連携等の推進協議の頻度

が増えることが想定されます。

　そこで今学会では、『地域包括ケアの推進と医療政策の方向～地域医療と病院のあり方～』をテーマに

シンポジウムを開催することとしました。講師には、厚生労働省政策統括官（社会保障担当）武田俊彦氏を

お招きして基調講演をいただいた後、北海道庁及び道内各地域で特徴的な取り組みを行っている先生方

から今後の計画やご報告等を伺い、ご参加の皆様と一緒にこのテーマについて議論を深めたいと考えて

おります。

　本学会の特徴は、病院運営に関わる多くの部門から多岐に亘るテーマで発表が行われ、即臨床現場に

応用出来る内容が多いことですが、今回もご希望の方々にスライド原稿の提供を行いますので、ご利用下

さい。

　多くの皆様が参加され、実り多い学会としていただくことをお願い申し上げます。

武田　俊彦 先生

■基調講演

■シンポジスト

■医療安全管理者有資格者支援セミナー
主なプログラム

厚生労働省　政策統括官（社会保障担当）

「大腸がんに対する最新の手術について」

竹政 伊知朗 先生

塚本　泰司 先生

■セミナーⅠ　（共催：第一三共株式会社）

講師／北海道公立大学法人　札幌医科大学　消化器・総合、乳腺・内分泌外科学講座　教授

「札幌市手稲区における地域包括ケア体制の構築を見据えた保健情報連携システムの展開（仮題）」
　～電子お薬手帳サービスharmo（ハルモ）を活用した地域単位の服薬情報の一元的管理～

■セミナーⅡ　（共催：ソニー株式会社）

渡邉　　普 先生（予定）ソニー株式会社　harmo事業室室長

座長／北海道公立大学法人　札幌医科大学　学長

長谷川 友紀 先生
「院内事故調査委員会の運営と課題」

東邦大学医学部 社会医学講座 医療政策･経営科学分野　教授

橋本　廸生 先生

■病院機能評価受審（更新）支援セミナー
「機能種別版評価項目と最新の動向（仮題）」

公益財団法人日本医療機能評価機構 執行理事

石井　孝宜 先生

■病院経営支援セミナー
「社会保障・税一体改革と経済・財政一体改革（骨太の方針2015）が示すもの」
　～2018年までの集中改革期間に予定される医療改革を考える～

石井公認会計士事務所　所長

学会開催のご挨拶
学会参加要領

会員・賛助会員　  7,000円（発表者、共同発表者も同額です）
参加費

会 　 員 　 外　10,000円
教職員・学生　無料

懇 親 会 費　3,000円（ご希望の方のみ）
事前にお申し込みいただきます。
当日ご参加の方で、懇親会ご参加ご希望の場合は、午前中にお申し込み下さい。
一般演題座長は無料です。

ランチョンセミナーは整理券制となっております。
整理券（弁当引換券）は､当日8時より3階の受付で配布します。
数に限りがございますので､予めご了承下さい。

同封の参加申込書により、下記項目をご記入のうえ、FAXでお申し込み下さい。
事前申込締切は7月1日（金）となります。

北海道病院協会ホームページ（http://www.hoha.jp/）からもお申し込みが可能です。

①　参加者氏名
②　参加者役職名（例　病院長､看護部長､事務長､技師長､課（科）長､主任　等）
③　参加者職種 （例　医師､薬剤師､看護師､診療放射線技師､理学療法士､事務職員　等）
④　懇親会の出欠
⑤　医療機関名
⑥　医療機関住所
⑦　申込責任者名（抄録集･参加証の送付先様名）
⑧　電話番号･FAX番号

参加費・懇親会費は、同封の郵便振替用紙により7月1日（金）までに、お振込み下さい。
ご入金確認後、申込責任者様宛に、参加証・プログラム抄録集をお送りします。

学会会場ホテルロイトン札幌３階の当日参加受付へお越し下さい。

一般演題座長は無料です。

●シンポジウム

●委員会企画セミナー

●共催（ランチョン）セミナー

参加費

参加申込方法

当日の参加も受け付けております

「道内における地域医療構想と地域包括ケアの構築に向けた取り組み」

「足寄町における医療、介護、福祉連携の取り組み～地域に根ざした病院の役割とは～」

大竹　雄二

村上　英之

先生

先生

北海道保健福祉部 地域医療構想担当局長・地域医療課長

足寄町国民健康保険病院　院長

「道北3次医療圏域における名寄市立総合病院の役割」
和泉　裕一 先生名寄市立総合病院　院長



一般演題発表者・座長の皆様へ
優秀演題の発表は、17時頃、第１会場（シンポジウム会場）のサブスライドに表示します。
優秀演題表彰及び副賞授与は、懇親会会場において執り行いますので、受賞者は、懇親会会場
にご参集下さい。

参加者の皆様へ

●受付開始は午前7時30分です。　

●事前申込済みの方は、お送りした参加証・プログラム抄録集をご持参下さい。
　「事前申込受付」で参加証ケースと、当日配布資料をお受け取り下さい。

●参加証がない方は入場できません。

●１階レストラン「キャッスル」において18時より開催します。

●北海道病院学会では、一般演題スライドのコピーサービスを行っています。

●学会当日、会場前ロビーに原稿を展示しますので、展示コーナーの申込用紙より
　お申し込み下さい。

●後日、コピー（A4サイズ  １ページ6スライド印刷）をお送りします。

●ホテルのクロークをご利用願います。

●会場の駐車場（有料）は、台数に限りがございますので、公共の交通機関をご利用下さい。

お問い合わせ・申込先
〒060-0042　北海道札幌市中央区大通西6丁目 北海道医師会館6階

北海道病院協会 事務局
Tel  011-231-9900 　Fax  011-231-9902　　http://www.hoha.jp/

地下鉄ご利用の場合
・地下鉄東西線「西11丁目駅」
　1番出口より徒歩3分

JRご利用の場合
・JR札幌駅よりタクシーで約10分
　または、地下鉄南北線札幌駅
 「真駒内方面」乗車→「大通駅」下車→
　地下鉄東西線「宮の沢駅方面」に乗換
　→「西11丁目」下車→徒歩3分

受 付 に つ いて

懇 親 会 に つ いて

一 般 演 題 スライド 原 稿コピー サ ービス に つ いて

クローク

アクセ ス
平成28年７月16日（土）
8：45～18：00（終了後 懇親会）

日 時

ロイトン札幌
札幌市中央区北１条西11丁目　ＴＥＬ．011-271-2711

会 場

●シンポジウム
     「地域包括ケアの推進と医療政策の方向～地域医療と病院のあり方～」

●委員会企画セミナー
●共催（ランチョン）セミナー
●演題発表

主な
プログラム

第15回

■主催／北海道病院協会
■後援／（一社）北海道医師会・（公社）北海道看護協会・（一社）北海道薬剤師会・（公社）全日本病院協会 北海道支部・日本病院会 北海道ブロック支部・
　　　　（公社）全国自治体病院協議会 北海道支部・北海道慢性期医療協会・北海道国民健康保険診療施設連絡協議会

北海道病院学会


